
第 22回日本食品微生物学会 学術総会 講演論旨集 

      

大腸菌群による牛乳の殺菌後汚染のモニタリング法としての SensiMediaTMの評価 

○角田有希子＊、栗城均＊、宮下満義**、小川廣幸**、元島英雄＊ 

（＊よつ葉乳業（株）、 **マイクロバイオ（株）） 

 

 

【 目 的 】 市乳の製造においては 、全国的な広域流通 

と 、品質保持期限の延長化の傾向によ り 、殺菌後の 

微生物汚染（post-pasteurization contamination）が食品 
衛生上 、極めて重大な問題となる 。殺菌後汚染は品 

質 保 持 期 限 を 決 定 付 け る 重 要 な 要 因 で あ る 。
1 ）

国内 

で流通している大部分の市乳は約 1 2 0 - 1 3 0℃、数秒 
間の殺菌を経て 、ほぼ無菌的な状態であるが 、その 

後の充填工程は無菌的工程ではあっても 、微生物学 

的な意味での無菌ではないので 、軽度の汚染がおこ 

り う る 。 一 方 で 、 通 常の出荷試験 で検出 さ れ な い レ 

ベルでも 、保管温度が不良な場合には、汚染菌の増 

菌 が あ り う る 。 ま た 、 器 械 の ト ラ ブ ル 等 で の 殺 菌 後 

汚染の可能性も無視できない 。本研究では 、殺菌後 

汚染を簡便で、迅速に検出する実用的な自主検査方 

法として、マイクロバイオ社の SensiMedia T M  2 ）  を評価 

した。 

【材料と方法】 

<使用菌株> Escherichia co i IFO15034, Enterobacter l
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cloacae IFO13535, Klebsiella pneumoniae IFO14940, 
Citrobacter freundii IFO12681, Salmonella typhimurium 
ATCC14028, Serratia liquefaciens YBBC48, Hafnia 
alvei YBBC52, Pseudomonas fluorescens ATCC13525, 
Acinetoba ter spp. YBBC63, Bacillus cereus ATCC14579, 
Bacillus licheniformis JCM2505, Bacillus subtilis 
YBBC34 ,  Mic robac t e r ium la c t i cu m JC M1379 , 
Micrococcus leteus ATCC4698, Clostridium perfringens 
YBBC39  (YBBC=よつ葉乳業保存菌株) 

<使用培地>  SensiMediaT M SM002Y  大腸菌群用（マ 
イクロバイオ社） 

<検出装置>  BiomaticTM 20 

< SensiMediaTMの検出時間の評価> 

各被検菌を U H T 牛乳で段階希釈後、S e n s i M e d i a T M 

に接種し、検出時間を求めた。 

<牛乳パックの増菌培養条件と検出時間の関係> 

0 . 0 0 1 C F U / m l レベルの軽度な後汚染を検出するため 
に、牛乳パック自体の増菌培養法と S e n s i M e d i a T M に 

よる検出を組み合わせて評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】大腸菌群用 S e n s i M e d i a T M を用いて検出時間 

を評価したところ、 3 7℃培養で、 1 C F U / m l を検出す 
るのに回帰直線から E. col i、E. c oacae で 13 時間、 
K. peumoniae で 15 時間、C. freundii で 20 時間を要し 
た。乳糖非発酵性の腸内細菌科の S .  ty phimur ium、 
H. alvei は 15 時間、S. liquefaciens は 21 時間で検出 
で き た 。 腸 内 細 菌 に 属 さ な い 非 発 酵 性 グ ラ ム 陰 性 

菌 P. fluor scen は 10  
7

CFU/ml 以下の場合 20 時間ま 
では検出 されなかったが 、同 じ非発酵性グラム陰性 

菌である Ac netobacter は 1CFU/ml が 19 時間で検出 
された。 

低温殺菌乳に残存する主要菌叢である M .  l a c t i c u m , 
M.luteus, B. licheniformis, B. cereus, B. subtilis は 10  

7

 

レ ベルで も 2 0 時間以内では検出されなかった 。 ま 
た 、 B G L B で ガ ス を 発 生 さ せ る こ と が あ る C . 
p e r f r i n g e n s も反応しながった。これらの結果から大 
腸菌群用 SensiMediaT M は選択的に大腸菌群及び腸内 

細菌、一部の非発酵性グラム陰性菌の検出が可能で 

あることがわかった。 

また、E. col および S. typhimurium の増菌培養では、 
1 リ ッ トルの牛乳パックを 3 7℃、 4 、 6 時間培養後、 
S e n s i M e d i a T M で評価したところ、 6 時間の予備培養 
で、0 . 0 0 1 C F U / m l を検出可能であることが示された。 

【考察 】 S e n s i M e d i a T M は、試験管ﾀ ｲ ﾌ ﾟの既製培地 

の ために 、 運用は極めて簡単である 。 ま た 、 牛乳パ 

ッ ク の ま まの増菌培養を組み合わせる こ と で 、 検出 

感度を 0 .001CFU/ml という高感度に設定できるため、 
殺 菌 後 ラ イ ン 及 び 充 填 機 の 衛 生 状 態 モ ニ タ リ ン グ 

するために有効である。 D E S O 培地を用いた検査と 
組み合わせるこ とで 、適切で迅速な工程管理が可能 

となると思われる。 
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